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非
正
規
職
員
の
存
在
を

　
否
定
し
て
き
た
総
務
省

20
年
近
く
前
に
、
非
正
規
職

員
の
実
態
を
把
握
し
そ
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
要
請
を
労
働
組

合
で
実
施
し
た
が
、
総
務
省
の

回
答
は
、「
法
の
趣
旨
を
逸
脱

し
て
、
恒
常
的
業
務
に
就
く
非

正
規
職
員
の
実
態
が
な
い
」
と

断
言
し
、
調
査
そ
の
も
の
を
否

定
し
そ
の
後
も
主
張
を
変
え
よ

う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
世
論
が
高
ま
る
中
、
２
０
０

６
年
か
ら
実
態
調
査
に
踏
み
出

し
ま
し
た
。

公
務
員
の
５
人
に
１
人
が

　
臨
時
・
非
常
勤
職
員

昨
年
公
表
さ
れ
た
地
方
公
務

員
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
実

態
調
査
（
２
０
１
６
年
４
月

１
日
現
在
、
任
用
６
か
月
以

上
、
週
19
時
間
25
分
以
上
が
対

象
）
で
は
、
非
正
規
公
務
員
が

約
64
万
人
（
４
年
間
で
４
万
６

千
人
増
、
10
年
前
よ
り
約
19
万

人
増
）、
公
務
員
の
５
人
に
１

人
（
自
治
体
労
組
の
発
表
は
３

人
に
１
人
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
正
規
公
務
員

が
10
年
間
で
30
万
人
も
減
少
し

て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
働
き
方
改
革
と
称
し
て
、
過
労
死
や
た
だ
働
き
の
自

由
化
に
道
を
開
く
法
律
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
番
の

目
玉
で
あ
る
裁
量
労
働
制
は
、
根
拠
と
し
て
い
た
労
働
時
間
実
態
調

査
の
捏
造
が
発
覚
し
て
撤
回
し
ま
し
た
が
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
（
通
称
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度
）
を
含
む
法
案
を
閣
議
決
定

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
年
５
月
に
は
地
方
公
務
員
法
と
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
し
て
、
こ
れ
ま
で
脱
法
的
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
非
正
規
職
員
を

２
０
２
０
年
度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
し
て
任
用
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
新
制
度
に
つ
い
て
、
和
歌
山
自
治
労
連
副

執
行
委
員
長
（
わ
か
や
ま
自
治
体
一
般
労
働
組
合
執
行
委
員
長
）
の

根
来
修
一
氏
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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【表①】臨時・非常勤職員の推移（2006年～2017年）※4月1日現在

調査年度 職員数 前回調査比 調査開始比

2006年 約456,000人

2009年 約498,000人 ＋42,000人 ←

2013年 約599,000人 ＋101,000人 ＋143,000人

2017年 約645,000人 ＋46,000人 ＋189,000人

根来修一氏

臨時・非常勤職員の働き方をどう変える
－地方公務員法、地方自治法の一部「改正」－

和歌山自治労連副執行委員長 根 来 修 一
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和
歌
山
県
内
の
実
態
は

同
じ
総
務
省
の
調
査
に
よ
る

県
内
30
市
町
村
の
実
態
は
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
総
数
は
５

１
４
４
人
で
74
％
（
３
８
３
１

人
）
を
女
性
が
占
め
て
い
ま

す
。
任
用
根
拠
別
で
は
、
特
別

職
非
常
勤
（
地
公
法
３
条
３
項

３
号
）
が
１
１
４
２
人
、
一
般

職
非
常
勤
（
同
17
条
）
が
１
７

２
６
人
、
臨
時
的
任
用
（
同
22

条
）
が
２
２
７
６
人
で
、
職
種

別
に
み
る
と
事
務
補
助
が
１
５

４
７
人
、
保
育
士
が
１
０
３
４

人
な
ど
と
な
っ
て
ま
す
。（
※

詳
細
は
表
①
、
表
②
）

自
治
労
連
の
調
査
で
は

　
３
人
に
１
人
が

　
　
臨
時
・
非
常
勤
職
員

和
歌
山
自
治
労
連
が
２
０
１

７
年
に
実
施
し
た
、
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
（
病
院
・
水
道
・
消
防
職

員
の
ぞ
く
）
に
よ
る
と
、
29
市

町
村
か
ら
回
答
が
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
非
正
規
職
員
は
４
９
６
４

人
で
37
・
4
％
（
３
人
に
１
人

以
上
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
任

用
根
拠
別
で
は
、
臨
時
職
員
が

２
３
３
４
人
、
一
般
職
非
常
勤

が
１
４
１
２
人
、
特
別
職
が
６

９
５
人
、
再
任
用
職
員
が
５
２

３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
あ
る

　
　
　
根
本
的
な
問
題

こ
れ
ら
の
実
態
調
査
の
背
景

に
は
、
地
方
交
付
税
カ
ッ
ト
や

地
方
「
行
革
」、
地
方
分
権
な

ど
、
国
の
政
策
が
一
方
的
に
押

し
つ
け
ら
れ
る
も
と
で
、
財
政

支
出
の
抑
制
を
目
的
に
正
規
職

員
の
採
用
を
抑
制
し
な
が
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
影
響

を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
特
定
の
知
識
・
経
験
を
必

要
と
す
る
業
務
や
補
助
的
な
業

務
や
正
規
職
員
の
産
休
・
育
休

な
ど
に
よ
る
欠
員
や
、
繁
忙
期

な
ど
緊
急
・
臨
時
の
業
務
に
限

定
さ
れ
て
い
た
臨
時
・
非
常
勤

職
員
に
「
正
規
の
職
と
同
じ
責

任
と
働
き
方
」
を
求
め
な
が
ら
、

非
正
規
職
員
を
増
や
し
続
け
て

き
た
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

法
改
正
で
つ
く
ら
れ
た

　
会
計
年
度
任
用
職
員

そ
ん
な
中
、
昨
年
５
月
に
成

立
し
た
、
地
方
公
務
員
法
・
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
（
２
０

２
０
年
４
月
施
行
）
は
、
①
会

計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
で
雇

用
（
再
度
の
任
用
は
可
能
だ

が
、
任
用
の
可
否
は
自
治
体
の

判
断
）
さ
れ
る
、
一
般
職
非

常
勤
の
「
会
計
年
度
任
用
職

員
」
を
新
設
し
任
用
や
服
務
規

律
な
ど
を
整
備
す
る
。
②
従
来

の
「
特
別
職
」「
臨
時
的
任
用

職
員
」
の
適
用
を
厳
格
に
す
る
。

③
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に

は
条
件
付
き
で
期
末
手
当
（
一

時
金
）
や
退
職
金
の
支
給
が
可

能
に
な
り
、
勤
務
時
間
に
よ
っ

て
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
に

分
け
ら
れ
て
処
遇
（
給
与
、
報

酬
、
手
当
）
に
格
差
を
つ
け
る

な
ど
の
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
図
①
）

法
改
正
の
問
題
点

今
回
の
法
改
正
は
、
①
「
任

期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員

（
正
規
職
員
）
を
原
則
と
し
て

き
た
公
務
労
働
を
崩
し
、
こ
れ

ま
で
脱
法
的
に
拡
大
運
用
さ
れ

て
き
た
非
正
規
職
員
を
合
法
化

し
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に

道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
②
雇

※職員数は、1週当たり19時間25分以上で、任用期間が6か月以上（見込み含む）である者。
※「法」は地方公務員法

【表②】臨時・非常勤職員に関する現行制度

職の区分
①特別職非常勤職員
（法３条３項３号）

②一般職非常勤職員
（法17条）

③臨時的任用職員
（法22条２項・５項）

採用の要件 -対象
特定の学識・経験を必要とす
る業務（顧問・参与・嘱託員
など）

職員の欠員が生じた場合の任
命の方法で主に補助的な業務

①緊急の場合（災害など）
②臨時の職の場合
③任用候補者名簿がない場合

任　　期 規定なし（通常１年以内） ６月以内、６月以内で更新可

勤務時間 フルタイムまたは短時間勤務

給　　与
常勤の職員には給料と一部手当。非常勤の職員には報酬と費用弁償を支給

（地方自治法203条の２、204条）

定数 定数条例外

区分別職員数
（2017年４月現在）

約22万人
相談員、館長等 6.8万人
一般事務職 5万人

約17万人
一般事務職 4.3万人
保育士等 2.9万人

約26万人
一般事務職 6.7万人
保育士等 5万人
教員・講師 5.7万人
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用
継
続
や
正
規
職
員
へ
の
移
行

規
定
が
な
く
い
つ
ま
で
も
非
正

規
、
い
つ
で
も
雇
い
止
め
と
い

う
不
安
定
な
状
態
を
固
定
化
す

る
。
③
勤
務
時
間
差
に
よ
る
賃

金
・
手
当
の
格
差
を
容
認
す
る

も
の
で
、「
同
一
労
働
同
一
賃

金
と
い
う
時
代
の
流
れ
」
に
逆

行
す
る
な
ど
の
問
題
を
含
ん
で

い
ま
す
。

国
会
で
答
弁
し
た

　
総
務
大
臣
の
改
正
趣
旨

法
改
正
に
あ
た
り
総
務
大
臣

は
、「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は

地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
で

あ
り
、
任
用
の
適
正
化
、
処
遇

の
改
善
に
向
け
て
の
第
一
歩
」

で
あ
り
「
正
規
職
員
が
減
っ
た

分
を
臨
時
・
非
常
勤
職
員
で
埋

め
合
わ
せ
す
る
と
い
う
考
え
方

は
、
決
し
て
適
切
な
も
の
で
は

な
い
」
と
言
明
し
、「
い
わ
ゆ

る
雇
い
止
め
を
行
う
と
か
処
遇

を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
は
、
改
正
法
案
の
趣
旨

に
沿
わ
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
」
と
国
会
で
答
弁
し
て
い
ま

す
。

実
態
を
ふ
ま
え
た

　
任
用
を
認
め
る
総
務
省

さ
ら
に
総
務
省
は
、
具
体
的

な
対
応
と
し
て
、「
会
計
年
度

内
」
と
さ
れ
て
い
る
任
期
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
を

ふ
ま
え
た
対
応
や
、
非
公
募
や

競
争
試
験
の
免
除
な
ど
自
治
体

で
の
柔
軟
な
運
用
に
よ
る
再
度

の
任
用
を
認
め
る
と
と
も
に
、

退
職
手
当
や
社
会
保
険
の
適
用

を
逃
れ
る
た
め
の
「
空
白
期

間
」
の
設
定
や
勤
務
時
間
を
短

く
す
る
こ
と
は
、
趣
旨
に
沿
わ

な
い
も
の
で
あ
り
助
言
し
て
い

く
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

衆
参
両
院
で

　
　
５
点
の
付
帯
決
議

加
え
て
、
法
案
成
立
に
あ
た

り
衆
参
両
院
は
、
①
再
度
の
任

用
が
可
能
で
あ
る
旨
を
明
示
す

る
こ
と
。
②
公
務
の
運
営
は
任

期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
を

中
心
と
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

任
用
の
在
り
方
の
検
討
を
引
き

続
き
行
う
こ
と
。
③
制
度
の
移

行
に
当
た
っ
て
は
、
不
利
益
が

生
じ
る
こ
と
な
く
適
正
な
勤
務

条
件
の
確
保
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

④
制
度
改
正
に
よ
り
必
要
な
財

源
の
十
分
な
確
保
に
努
め
る
こ

と
。
⑤
休
暇
制
度
の
整
備
及
び

育
児
休
業
等
に
係
る
条
例
整
備

の
確
実
な
実
施
に
向
け
た
適
切

な
助
言
な
ど
の
付
帯
決
議
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
リ
ス
ト
ラ

　
推
進
す
る
総
務
省
通
知

し
か
し
、
総
務
省
は
自
治
体

あ
て
の
通
知
や
事
務
処
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
「
民
間
委
託
の
推
進

に
よ
る
業
務
改
革
を
進
め
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
」

「
臨
時
・
非
常
勤
の
職
の
設
定

は
漫
然
と
存
続
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
必
要
性
を
吟
味
し
適
正

な
人
員
配
置
に
努
め
る
べ
き
」

と
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
リ
ス

ト
ラ
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を

推
進
す
る
姿
勢
を
強
め
て
い
ま

す
。新

制
度
へ
の

　
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

２
０
２
０
年
４
月
の
新
制
度

施
行
に
向
け
た
総
務
省
が
示
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
２
０

１
８
年
中
に
現
状
把
握
と
分
析

を
行
い
、
労
働
組
合
・
職
員
団

体
と
の
交
渉
や
協
議
を
行
い
、

２
０
１
９
年
に
各
自
治
体
で
条

例
を
改
正
し
た
う
え
で
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
の
募
集
を
行

い
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
よ

り
新
制
度
に
移
行
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

　
人
間
ら
し
い
働
き
方

自
治
体
の
現
場
で
は
、
今
回

の
制
度
改
正
を
契
機
に
、
安
心

し
て
公
務
に
専
念
で
き
る
、
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
ま

と
も
な
働
き
方
を
め
ざ
し
て
少

し
で
も
改
善
に
踏
み
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
非
正
規
と
い
う
言
葉
を
こ

の
国
か
ら
一
掃
す
る
」
と
い
う

安
倍
首
相
の
言
葉
を
現
実
の
も

の
に
す
る
た
め
に
、
政
府
自
身

が
公
務
職
場
か
ら
は
じ
め
る
と

い
う
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

【図①】制度のイメージ ※2020年４月施行
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一
巡
目
は
自
己
紹
介
と

　
　
　
　
　
　
問
題
意
識

紀
美
野
町
の
Ｍ
さ
ん
か
ら
は
、

超
過
疎
で
高
齢
化
の
町
で
ゴ
ル

フ
場
や
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
メ
ガ
風

力
の
計
画
が
出
て
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
環

境
の
良
い
こ
と
が
売
り
の
町
で
、

そ
れ
を
活
か
し
て
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
か
？
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
（
急
傾
斜
で

小
規
模
な
農
家
）
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
？
大
き
な
課
題
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
は
、

こ
の
10
年
間
で
子
ど
も
の
医
療

費
は
高
校
卒
業
ま
で
無
料
に
な

り
、
中
学
校
給
食
も
実
現
し
、

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
も
実
現
し
た
け

ど
も
、
子
ど
も
は
増
え
て
い
な

い
し
過
疎
は
止
ま
ら
な
い
こ
と
。

ま
た
、
農
業
が
疲
弊
し
て
、
棚

田
が
ほ
と
ん
ど
荒
れ
て
し
ま
い

耕
作
放
棄
地
が
非
常
に
多
く
て

農
業
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
と
い

う
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

海
南
市
の
Ｕ
さ
ん
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
に
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
、
義
務
教

育
学
校
の
空
調
設
置
な

ど
の
要
求
が
実
現
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。海

南
市
の
Ｏ
さ
ん
か

ら
は
、
ボ
ー
ト
ピ
ア
の

建
設
問
題
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
何
度
も
会
を

持
ち
な
が
ら
運
動
を
進

め
、
事
業
者
を
撤
退
さ

せ
た
住
民
運
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

海
南
市
の
Ｈ
さ
ん
か
ら
は
、

旧
市
役
所
跡
地
に
市
民
交
流
施

設
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

海
南
市
の
Ｋ
さ
ん
か
ら
は
、

自
治
労
海
南
市
職
員
組
合
の
要

求
を
ま
と
も
に
取
り
上
げ
る
の

は
、
共
産
党
市
議
団
し
か
な
い

こ
と
。
ま
た
労
働
組
合
幹
部
の

人
の
話
を
聞
く
と
一
致
す
る
点

が
非
常
に
多
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で

　
　
　
　
　
意
見
交
換

Ｍ
さ
ん
は
、
紀
美
野
は
急
傾

斜
に
あ
る
耕
地
を
活
か
し
て
、

採
光
を
取
り
入
れ
た
果
樹
栽
培

を
し
て
き
た
。
主
に
柿
を
作
っ

て
き
た
が
高
齢
化
し
て
き
た
の

で
山
椒
を
取
り
入
れ
、
現
在
は
、

生
産
量
ト
ッ
プ
と
い
う
状
況
を

紹
介
。

一
方
で
、
合
併
前
に
は
普
通

建
設
予
算
が
20
億
円
あ
っ
た
の

が
、
合
併
し
た
ら
５
〜
６
億
円

し
か
な
い
状
況
で
、
廃
業
す
る

土
木
業
者
が
い
る
こ
と
。
ま
た
、

U
I
タ
ー
ン
で
町
内
に
70
組

が
移
住
し
て
き
て
、
主
に
道
路

脇
に
植
え
る
花
木
を
作
っ
て
い

る
が
、
道
路
が
進
ま
な
く
な
っ

た
ら
、
需
要
が
減
っ
て
い
く
心

配
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
す
。

和
歌
山
県
地
域
・
自
治
体
問
題
研
究
所
で
は
、
昨
年
か
ら
地
域

ご
と
の
会
員
さ
ん
と
懇
談
し
て
、
地
域
の
課
題
や
研
究
所
へ
の
要
望

な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

海
南
・
海
草
ブ
ロ
ッ
ク
（
海
南
市
と
紀
美
野
町
）
の
会
員
さ
ん
と

２
０
１
８
年
１
月
16
日
に
海
南
市
役
所
会
議
室
で
懇
談
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
域
の
会
員
７
名
と
研
究
所
理
事
７
名
が
出
席
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

（
文
責
・
研
究
所　

西
岡
）

懇談会の会場の様子

懇談会会場となった海南市の新庁舎

海南・海草ブロック交流会

子ども医療費（高卒）無料化しても過疎が止まらない紀美野町
地場産業（農業）への支援が貧弱な海南市
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紀
美
野
町
に
は
、
人
口
の
割

に
介
護
施
設
が
多
い
が
、
公
立

で
あ
っ
て
も
若
い
人
た
ち
が
来

て
く
れ
な
い
と
い
う
悩
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
さ
ん
は
、
紀
美
野
町
行
政

の
特
徴
は
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
８
月
15
日
の
紀
美

野
夏
祭
り
に
は
約
１
２
０
０

人
。
農
林
商
工
祭
柿
の
市
は
約

３
０
０
０
人
。
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
と
か
リ
ラ
の
世
界
民
族
祭

も
大
変
客
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、
喫
茶

店
、
カ
フ
ェ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

パ
ン
屋
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
不
便
な
と
こ
ろ
で
も

口
コ
ミ
で
人
が
集
ま
る
。
し
か

し
、
そ
れ
が
町
お
こ
し
に
な
る

か
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
か

ら
紀
美
野
町
へ
行
き
た
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
住
み
た
い
と
思
う
人
は

あ
る
の
か
疑
問
だ
と
言
い
ま
す
。

Ｏ
さ
ん
は
、
海
南
市
の
地
場

産
業
で
あ
る
農
業
（
び
わ
、
み

か
ん
、
キ
ュ
ー
イ
等
）
に
対
す

る
行
政
の
支
援
が
非
常
に
貧
弱

な
点
が
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
す
。

ま
た
、
今
の
市
長
に
な
っ
て
、

箱
物
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
が
、

人
口
が
減
っ
て
税
収
が
減
る
の

に
借
金
で
建
て
た
箱
物
の
債
償

償
還
が
大
き
な
問
題
だ
と
指
摘

し
ま
す
。

Ｈ
さ
ん
は
、
か
く
れ
待
機
児

童
（
０
歳
児
、
１
歳
児
）
が
２

０
人
ぐ
ら
い
い
る
こ
と
。
ま
た
、

臨
時
保
育
士
が
多
く
、
正
規
の

保
育
士
の
責
任
が
増
え
て
い
る

と
い
う
現
場
の
声
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
塩
津
漁
港
の
シ
ラ
ス

は
結
構
有
名
み
た
い
で
す
が
、

シ
ラ
ス
自
体
も
減
っ
て
き
て
、

大
阪
ま
で
買
い
に
行
っ
て
そ
れ

を
天
日
で
干
し
て
い
る
。
塩
津

で
は
漁
師
が
減
っ
て

き
て
漁
師
と
し
て
食

べ
て
い
る
人
は
、
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
、

ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
と
い
う
悩
み
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

Ｕ
さ
ん
は
、
海
南

市
の
漆
器
と
か
日
用

家
庭
用
品
が
分
業
制

だ
っ
た
頃
に
は
、
内

職
が
あ
っ
て
お
年
寄

り
の
仕
事
が
あ
っ
た

が
、
和
雑
貨
が
工

場
生
産
に
な
り
中

国
で
作
る
よ
う
に

な
っ
て
内
職
が
な

く
な
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
農
業
問

題
で
は
果
樹
園
芸

に
特
化
し
た
政
策

を
と
っ
て
い
る
た

め
、
主
食
で
あ
る

米
が
海
南
市
民
が

食
べ
る
量
を
自
給

で
き
て
い
な
い
。

そ
し
て
国
も
県
も

海
南
市
も
、
域
内
の
食
糧
を
自

分
た
ち
で
生
産
し
て
賄
う
と
い

う
政
策
が
な
い
と
い
う
問
題
点

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
反
省
点
と
し
て
、
実
際
に

事
業
や
っ
て
い
る
人
の
実
態
把

握
が
弱
い
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
中
心
市
街
地
だ
っ
た

日
方
と
か
黒
江
で
子
ど
も
が
減

っ
て
、
農
業
地
域
だ
っ
た
田
ん

ぼ
を
造
成
し
て
新
築
住
宅
が
増

え
、
子
ど
も
の
増
え
て
い
る
所

と
減
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
両
極

分
化
し
て
い
る
こ
と
。
町
づ
く

り
で
は
道
路
は
一
生
懸
命
作
る

け
ど
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
都
市
政
策
、
都
市
計
画
が

な
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

柳
田
理
事
は
、
稚
魚
と
か
稚

貝
を
放
流
し
て
い
る
け
ど
予
算

が
微
々
た
る
金
額
で
、
漁
師
が

生
活
や
っ
て
い
け
る
だ
け
の
規

模
の
も
の
を
県
と
し
て
取
り
組

ん
で
行
く
と
い
う
よ
う
な
施
策

が
な
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

九
鬼
理
事
は
、
山
椒
の
問
題

は
清
水
町
や
印
南
町
の
関
係
し

て
い
る
人
た
ち
に
も
集
ま
っ
て

も
ら
っ
て
、
県
や
行
政
に
働
き

か
け
る
と
か
、
技
術
的
な
研
究

会
や
ど
う
引
き
上
げ
て
い
く
の

か
等
議
論
す
る
集
ま
り
を
研
究

所
と
し
て
で
き
な
い
か
と
い
う

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

大阪から来た人気のパン屋さん（紀美野町）

市民交流施設を作る予定の旧海南市庁舎

紀美野町の特産（山椒）
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阪
辻 

： 
講
演
を
聞
い
て
御
意

見
・
御
質
問
の
時
間
に
移
り
ま

す
。

Ａ 

： 
平
成
22
年
〜
24
年
に
施
設

を
た
く
さ
ん
作
っ
た
の
は
、
国

の
経
済
対
策
で
す
。
景
気
対
策

と
し
て
交
付
金
を
乱
発
。
３
月

の
補
正
で
全
部
繰
越
し
た
。
か

つ
ら
ぎ
町
の
場
合
は
、
小
中
学

校
の
改
築
、
こ
ど
も
園
の
建
設

な
ど
22
年
〜
24
年
に
乱
発
し
た

ん
で
す
。
交
付
金
を
使
い
、
合

併
特
例
債
を
利
用
し
箱
物
を
つ

く
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
今
、
首
絞
め
て
い
る
、
橋

本
市
も
そ
う
い
う
時
期
だ
っ
た

の
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

中
島 

： 
そ
れ
は
承
知
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
義
務
で
は
な
い

の
で
、
国
か
ら
１
億
円
も
ら
っ

て
も
、
使
わ
な
か
っ
た
ら
返
せ

ば
い
い
話
で
、
く
そ
真
面
目
に

景
気
対
策
の
お
付
き
合
い
で
公

共
事
業
を
し
た
結
果
、
苦
し
く

な
っ
た
と
こ
ろ
と
、
不
要
不
急

の
箱
物
は
つ
く
ら
な
い
と
言
っ

て
、
そ
れ
な
り
に
安
定
飛
行
さ

れ
て
る
自
治
体
が
如
実
に
出
て

い
ま
す
。

私
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
国

か
ら
言
わ
れ
よ
う
が
何
し
よ
う

が
、
結
局
自
分
ら
で
決
め
た
ん

で
す
。
公
共
事
業
だ
っ
た
ら
20

年
間
ぐ
ら
い
ず
っ
と
借
金
払
い

を
続
け
る
覚
悟
が
い
る
と
思
い

ま
す
。

阪
辻 

： 
ほ
か
に
ど
な
た
か
。
ど

う
ぞ
。

そ
こ
ま
で
せ
ん
な
ん

財
政
健
全
化
っ
て

Ｂ 

： 
70
才
に
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
券
と
、
１
０

０
０
円
の
祝
い
金
も
ら
え
る
こ

と
で
う
れ
し
が
っ
て
た
ん
で
す
。

ち
ょ
う
ど
70
才
に
な
っ
た
と
き

に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
橋
本

市
が
、
１
０
０
０
円
削
る
気
持

ち
が
分
か
ら
ん
。
そ
こ
ま
で
せ

な
い
か
ん
財
政
健
全
化
て
何
や

ろ
な
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
市
町
村
合
併
し
た
辺
に

問
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
つ
け
が

回
っ
て
き
て
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

も
う
１
つ
は
、
橋
本
市
は
、

例
え
ば
、
最
低
賃
金
を
１
０
０

０
円
、
１
５
０
０
円
に
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。
市
民
が
収
入

増
え
る
よ
う
な
考
え
を
市
や
市

議
会
が
持
つ
必
要
あ
る
の
で
は

な
い
か
。　
　

企
業
誘
致
が
広
報
に
載
っ
て

い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
、
費
用

対
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

損
得
が
要
る
と
思
う
。

阪
辻 

： 
非
常
に
ご
も
っ
と
も
な

話
で
す
。
ほ
か
に
、
は
い
ど
う

ぞ
。

Ｃ 

： 
私
、「
あ
る
ぺ
じ
お
」と
い

う
精
神
障
害
者
の
作
業
所
に
入

っ
て
い
ま
す
。「
あ
る
ぺ
じ
お
」

で
の
障
害
者
の
時
間
給
１
２
０

円
、
１
３
０
円
で
す
。
経
済
的

に
は
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
る
と

思
い
ま
す
。
歳
入
の
方
は
、
応

能
原
則
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん

で
す
け
ど
も
、
歳
出
の
方
に
も

民
主
主
義
的
な
歳
出
に
し
な
い

と
あ
か
ん
と
い
う
の
は
分
か
る

ん
で
す
け
ど
も
、
経
済
的
弱
者

を
中
心
に
と
い
う
考
え
方
が
欲

し
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

阪
辻 

： 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ほ
か
に
手
挙
げ
て
い
た
だ

い
た
方
、
は
い
。

Ｄ 

： 
先
生
の
今
日
の
話
で
一
番

強
く
感
じ
た
の
は
夕
張
の
件
で

す
。
市
民
も
責
任
あ
る
と
言
わ

れ
て
た
で
す
ね
。
我
々
が
今
、

橋
本
市
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
の
か
。

字
の
中
に
区
と
い
う
小
さ
な
議

会
が
あ
っ
て
、
最
近
市
に
対
し

て
何
か
言
っ
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
が
、
強
い
実
行
力
を
持
ち

だ
し
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
れ
を
利
用
で
き
な
い
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。

阪
辻 

： 
今
の
３
人
の
方
の
御
意

見
で
す
が
、
先
生
お
答
え
願
い

ま
す
。

中
島 

： 
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

た
だ
補
助
金
出
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
道
路
引

い
て
る
ケ
ー
ス
、
水
道
管
引
い

て
る
ケ
ー
ス
、
何
人
雇
用
し
て

「
ほ
ん
と
に
危
機
か
橋
本
市
の
財
政
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
治
研

伊
都
・
橋
本
の
公
開
講
座
（
本
誌
3
月
号
に
掲
載
）
は
参
加
者
の
多

く
が
活
発
に
発
言
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し
て
あ
な
た
ま

か
せ
で
な
く
ど
う
自
覚
を
も
つ
か
、
又
自
治
体
自
身
の
自
覚
も
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
財
政
と
い
う

カ
ベ
に
は
ま
だ
ま
だ
馴
じ
め
ま
せ
ん
が
市
政
を
手
の
平
に
乗
せ
る
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

国から言われようが

公開講座で講演を聞く参加者

団体自治貫く財政運営を
ー住民自身も市政を手の平に乗せる努力いるー

どうなっていく私たちの暮らし・公開講座その2　伊都・橋本自治研
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い
る
の
か
、
市
民
の
雇
用
が
何

人
で
、
外
か
ら
何
人
と
か
い
う

デ
ー
タ
を
み
ん
な
で
考
え
て
、

そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
ら
補
助
金

付
け
な
い
と
か
、
逆
に
効
果
が

あ
る
か
ら
も
っ
と
補
助
金
出
そ

う
と
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

要
は
デ
ー
タ
が
は
っ
き
り
し
な

い
と
、
い
い
も
悪
い
も
言
え
な

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

最
低
賃
金
、
時
給
の
話
で
す

が
、
橋
本
市
内
で
は
例
え
ば

時
給
１
０
０
０
円
に
す
る
と

か
、
橋
本
市
役
所
と
し
て
宣
言

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
地
域

全
体
の
産
業
政
策
と
か
経
済
政

策
と
い
っ
た
意
味
は
あ
り
ま
す

が
、
宣
言
だ
け
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
橋
本
市
が
宣
言
し
た
か
ら

地
域
が
豊
か
に
な
る
わ
け
で
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
少
な
く

と
も
、
橋
本
市
の
臨
時
職
員
と

か
橋
本
市
が
委
託
に
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
時
給
１
０
０
０
円

に
し
よ
う
、
こ
れ
を
公
契
約
条

例
と
い
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
団
体
の
方
の
発
言
で

す
が
、
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
障
害
者
の
作
業
で

あ
っ
て
労
働
で
は
な
い
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
最
低
賃
金

以
下
は
あ
り
え
な
い
で
す
。
た

だ
、
日
本
の
今
の
地
方
自
治
体

の
財
政
状
況
で
、
か
な
り
福
祉

に
手
厚
く
し
て
る
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
足
り

な
い
部
分
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
は
、
俺

は
困
っ
て
る
と
い
う
の
が
一
番

効
き
ま
す
。
そ
の
当
事
者
の

方
々
が
発
言
す
る
と
い
う
の
が

民
主
主
義
な
ん
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

３
番
目
の
方
で
、
区
の
発
言

力
が
強
く
な
っ
て
き
て
る
の
は
、

当
事
者
と
し
て
区
長
さ
ん
た
ち

が
、
議
員
さ
ん
と
か
市
役
所
に

物
言
い
始
め
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
市
役
所
の
重
い
腰
が
上
が

っ
て
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

阪
辻 

： 
あ
と
３
人
ぐ
ら
い
で
す
。

は
い
。
ど
う
ぞ
。

Ｅ 

： 
資
料
で
、
物
件
費
が
異
常

に
増
え
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、

つ
か
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
お
教
え
願
い
た
い
ん
で

す
が
。

Ｆ 

： 
先
生
か
ら
橋
本
市
の
財
政

に
つ
い
て
、
そ
ん
な
に
心
配
な

い
と
い
う
意
見
で
安
心
し
ま
し

た
。
橋
本
市
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
整
備
す
る
の
が
非
常
に

遅
い
。
逃
げ
の
一
手
な
ん
で
す
。

役
所
の
課
長
と
話
し
た
ら
、
地

滑
り
地
帯
と
か
土
石
流
地
帯
と

い
う
図
面
が
や
っ
と
こ
さ
出
て

き
た
。
財
政
的
に
は
そ
う
心
配

す
る
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
ち
ょ
っ
と
詰
め
た
話
を

役
所
と
や
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

阪
辻 

： 
そ
し
た
ら
Ｇ
さ
ん
。
最

後
で
す
。

ア
メ
に
も
ム
チ
に
も
な
る

合
併
特
例
債

Ｇ 

： 
橋
本
市
の
合
併
特
例
債
の

総
額
が
大
体
１
６
０
億
円
ぐ
ら

い
で
、
ほ
ぼ
使
い
き
る
と
い
う

話
を
し
て
ま
し
た
。
平
成
20
年

当
時
の
公
債
費
の
残
高
が
、
大

体
２
８
０
か
ら
２
９
０
億
ぐ
ら

い
の
額
に
対
し
て
、
１
６
０
億

円
も
の
合
併
特
例
債
と
い
う
の

は
、
余
り
に
も
過
大
な
金
額
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

中
島 

： 
ま
ず
、
物
件
費
が
増
え

て
い
る
の
は
、
大
概
は
民
間
委

託
の
経
費
で
す
。
こ
ど
も
園
が

民
間
委
託
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ど
も
園
を
つ
く
れ
ば
つ

く
る
ほ
ど
、
物
件
費
が
増
え
て

い
く
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
人
件
費
が
増
え
る
か

物
件
費
が
膨
ら
む
か
、
ど
っ
ち

か
し
か
な
い
。
保
育
士
さ
ん
の

給
与
も
、
民
間
だ
か
ら
と
い
っ

て
あ
ま
り
に
も
低
く
し
て
し
ま

う
と
保
育
士
さ
ん
は
辞
め
て
し

ま
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
を
す

る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
支
出

が
増
え
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
う
ち
の

ま
ち
は
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
と
い
う
の
は
、
市
長
や
議

会
で
は
な
く
、
市
民
が
決
め
る

の
で
す
。

そ
れ
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

関
係
で
、
公
表
し
た
ら
地
価
が

下
が
っ
て
大
騒
ぎ
に
な
る
こ
と

を
言
い
訳
に
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

人
の
命
と
か
を
犠
牲
に
し
て
ま

で
、
財
産
を
守
る
と
い
う
の
は

疑
問
だ
と
思
い
ま
す
。
大
体
公

表
が
、
日
本
の
世
の
習
い
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
情
報

は
全
部
出
し
て
、
み
ん
な
で
議

論
し
て
、
市
民
で
考
え
る
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
合
併
特
例
債
の
お

話
で
す
が
、
西
東
京
市
と
い
う

東
京
都
内
で
唯
一
合
併
し
た
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
合

併
特
例
債
５
０
０
億
円
発
行
可

能
で
す
け
ど
、
２
０
０
億
円
使

い
残
し
ま
し
た
。
有
利
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
満
額
発
行
し
な
く

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

阪
辻 

： 
今
日
は
、
橋
本
市
の
財

政
問
題
を
切
り
口
に
し
て
、
い

ろ
い
ろ
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
し
た
。
非
常
に
い

い
学
び
、
い
っ
ぱ
い
い
い
御
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
鬼
か

ら
も
う
一
度
、
御
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

九
鬼 

： 
初
め
て
の
公
開
講
座
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
の
市
町
村
合
併
の
と
き

に
、
橋
本
と
高
野
口
の
合
併
を

問
う
住
民
投
票
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
な
り
、
有
権
者
１
万
６

０
０
０
人
の
署
名
を
集
め
「
押

し
付
け
合
併
」
を
許
さ
な
い
闘

い
を
展
開
し
ま
し
た
。
運
動
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、「
橋
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
」
で
し
た
。

橋
本
市
域
に
「
ま
ち
研
」
を

と
考
え
て
い
ま
す
、
そ
の
こ
と

を
念
頭
に
引
き
続
き
公
開
講
座

に
取
り
組
み
ま
す
。
ど
う
も
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

会場からの発言者
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と き

ところ

2018年

和歌山市
勤労者総合センター
６階 文化ホール

「どうする！街のコミュニティ再生～協働・共創のまちづくり～」

「どうする！街のコミュニティ再生～協働・共創のまちづくり～」

「いま、地域の再生に
　　　　求められていること」

市町村合併による行政の広域化、人口減少社会・少子高齢化のもとで地域コミュニティの危機が顕在
化しています。「つながりの断絶」が言われる中で、地域における人々の「居場所」を創り出し、人
と人が「つながる」コミュニティをどのように守り、再生していくのか。子育て世代が生きやすい地
域社会の在り方、子どもと高齢者がともに生きるコミュニティの形などを中心に街の現在とこれから
を考えます。

1954年生まれ。京都大学大学院経済学部研究科教授
専門は、地域経済学。自治体問題研究所理事長。
著書：「地域づくりの経済学入門」（自治体研究社、2005年）、
　　　「震災から地域再生」（新日本出版社、2012年）など多数。

7月7日（土）午後１時30分～４時20分
和歌山市西汀丁34（市役所西隣）

消防局

汀公園
市役所

ダイワ
ロイネット

至紀の川大橋

ロイヤル
ホスト

あいあい
センター

わかやま
歴史館

至和歌山駅
商工会議所

和歌山市勤労者総合センター
至
北
島
橋

総会　午前11時～12時

シンポジューム

午後１時30分～２時30分

パネリストは要請中

講師

プロフィール

（京都大学大学院教授）岡田知弘さん

記念講演第１部

午後２時40分～４時20分第２部 パネルディスカッション

2018年度　和歌山県地域・自治体問題研究所
総会＆シンポジュームのお知らせ

和歌山県地域・自治体問題研究所 和歌山市太田２丁目14-9　太田ビル203号
TEL・FAX073-488-3127お問い合わせは


